
発明大爆発の時代に必要な人間の基礎力

中村 今回インタビューさせていただくにあたって，活

用事例がたくさん掲載されていましたのでそれを拝見す

ると，ツールというのは本当に色々な可能性を持ってい

るということを感じます。

浮川 私はまだほんの入り口で，携帯電話が今なかった

らどうするのだろうか，と思うのと同じように，二十年

経ったら「二十年前はよくそれで生活していたね。」と

いうふうになると思います。

中村 私も印象深く思い出しますが，携帯電話が出てき

始めた当時に，十年後二十年後には名刺くらいのサイ

ズ，あるいは薄さの携帯電話が出てくるだろうと言わ

れ，実際にそれに近いものが出てきました。今では予想

しないことが十年後二十年後起こるのだろうなと感じま

す。

浮川 特に最近言われているのは，発明大爆発の時代と

いうことです。今までものすごく発展していていろんな

ものが発明されて，世の中便利になっていったと言うの

ですが，これから十年二十年のことを考えると私たちは

まだその結果を見ていないのですけど，生活は変わるで

しょうね。ですから想像力であるとか，人間の基礎力の

ようなものを，どのようにつけておくかが大切だと思い

ます。予想がつかないような時代がこれからやってくる

と，何を頼りにしていくかというと，人間の生活に対す

る力ということになりますよね。おそらく問題解決力で

すとか，新しいものに対する興味がどのくらい強いかな

どでしょうか。新しいものを拒絶する人もたくさん世の

中にはいらっしゃいますけれども，そういうスタイルだ

となかなかその時代に追い付いていけなくなります。何

か確定してから使うということも安全かもわかりません

が，面白味はなくなるかなと私は思うんです。世の中の

人たちがこんな新しいものができたと言うと，私は早く

飛びついて使ってみたいと。できるだけ未来を見て，

「あぁ，面白い時代がこれからまた来るな」と思いなが

ら生きたいですね。そのために，できるだけ最先端のも

の，こんなものができたら面白いねと，会社の研究者に

常に言い続けているんですが，そうすると彼らが「社

長，これ動き始めました」と言うと，ドキドキしなが

ら，使えるようになったのは世界中で自分たちだけだな

ぁと。私たちのものがそのまま世界で伸びていくか分か

りませんけれども，こういう時代に絶対なるね，という

ふうにみんなで言い合うんですよ。

中村 好奇心がいつまでたっても絶えないというのは本

当に見習わないといけないですね。
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｢人とコンピュータとの距離を
近くした未来の教育を目指して」

浮川和宣さん

（株式会社MetaMoJi 代表取締役社長）に聞く

MetaMoJi Note や MetaMoJi Share という手書きノート・共有アプリケーションで知られるMetaMoJi は，手書き認識

入力システムであるmazec も提供するなど，手書きによる可能性を広げようとしていることが伺われる。教育現場での様々な

取り組みも見られ，同社がどのように教育を支援しようとしているのか，また，子どもたちに何を提供しようとしているのか，

代表取締役社長，浮川和宣さんにお聞きした。

インタビュアー：CIEC会誌編集長 中村泰之



浮川 特にソフトウェアを作るプロセスでは，基本的に

は物理的に物を作るプロセスはほとんどなくて，頭で描

いてプログラミングをして実行させれば目の前に現れて

くるわけですので，非常に幅が広くて，さらに先を読ん

で，新しい研究をして，それが使えるようになるという

ところがかなり面白い。本当に素晴らしい分野にいるな

と思っています。

MetaMoJi Share for ClassRoom を活用し

た協働学習

中村 今日はソフトウェアのデモンストレーションをし

ていただけるのですね。

早 瀬 こ こ に あ る 端 末 に は MetaMoJi Share for

ClassRoom
[1]というのがすでに導入されていまして，

それを使って今日のデモをさせていただきたいと思いま

す。私の方が先生役になっていますので，生徒側の端末

をすべてこちらでコントロールするようになっておりま

す。私がレーザーポインターで指すと，同期して，ここ

を今説明しているという形で皆さんの端末にも指された

内容がわかります。実は今，徳島でも同じことが起こっ

ています。同じ資料を読んでいれば，こちらで説明した

ことがリアルタイムに相手側に伝わっていくということ

です。今は私が先生役なので，皆さんは端末には書き込

みできない状態になっていますが，後々皆さんに書いて

いただくということもできますし，他の方に先生役を渡

して説明していただくなどということが簡単にできま

す。また，mazecという手書き文字認識を中心とした，

効率よくデータを入力できる仕組みが備わっています。

浮川 手書き入力というのは，子どもからお年寄りまで

誰でもできる入力方法ということで，キーボードを覚え

る必要が無いんです。文字が書ければ，漢字とは言いま

せん，平仮名が書ければいいんです。

早瀬 わからない漢字を平仮名で書いたり，漢字と平仮

名を混ぜて書いていただいたとしても欲しい文字が出て

くる。ただ教育向けとなると，逆に漢字変換されると困

るという問題があるのです。習った漢字しか出してはい

けないので，小学生向け，中学生向けに出す字を絞った

り，仮名漢字変換をしないモードを作ったりしていま

す。

浮川 小学校三年生でしたら，小学校六年生の漢字は出

ないだとか，そのような設定が可能です。

早瀬 それから，紙とペンのように自由自在にこのタブ

レットに書くことができます。企業だと PDFで作成し

た資料がけっこう最近多いので，PDF文書を読み込ん

で，そこにいろんな書き込みをすることも可能です。カ

リグラフィペンなどペンの種類もたくさんあります。ま

た録音，再生機能がついていて，書き込みするとタイム

スタンプが取れ，ここに書いた時点から録音したものを

再生するというような，メモと録音の同期の機能が入っ

ています。

浮川 ここまで高度な機能を持ったノートソフトが，全

OS，モバイル OSにそろっているのは世界的に見ても

これだけなんです。iPadで作ったものがWindowsで開

いたりだとか，あるいは企業ではどういう端末をお持ち

の方かわかりませんので，その中で PDFというデータ

を送り，それを開いて書くことも自分のマシンが何であ

っても使えるというのは事実上唯一，私たちのソフトウ

ェアだけなのです。

早瀬 教育現場でいうと，小中高では導入するマシンと

いうのはだいたい決まっているんですが，大学になると

持ち込みが多くなってきて，Android を持っていたり

iPadを持っていたり，またWindowsマシンを持ってい

たりするので，このソフトさえ入っていれば資料を

PDFで配布して，そこにメモ書きができます。

浮川 スマートフォンでも見られますので，画面はちょ

っと小さいのを我慢していただいて，ぱっと何かのセミ

ナーに参加しても，スマートフォンを持っていたら大丈

夫ということですね。

早瀬 では，MetaMoJi Share for ClassRoom を，徳島

を交えて，デモさせていただきます。今ここにたくさん

の端末がありますが，すべての端末が連動して動きま

す。基本的に画面共有というソフトなんですが，教室で

使えるように，かなり味付けをしてあります。全員の端

末が連動して，先生がすべての生徒に教えていくという

ようなケースもあれば，個別に自分の課題をまとめて後

で発表させるというケースもあります。最近増えてきて

いるのはグループ討議をして，その結果をまとめて発表

させるという協働学習です。例えば，以前行われた三年

生の授業では，わが町のプロモーションをしなさいとい
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小学校3年生の作品

うテーマでした。子どもたちは街に出て取材して，それ

をまとめて，以前はノートや普通の紙に書いていたもの

を，MetaMoJi Shareに書くということをやっていただ

きました。

浮川 便利な機能だけど，画面の隅っこにあるこんな小

さなアイコンでも，ちゃんと使ってくれるんですよ。工

夫をして，ちゃんと見つけて。

早瀬 先生は 10分くらい使い方を教えて，それだけで

す。その後に自由に書かせてもこんなものができてきま

す。先生の方が使い方がわからなければ，子どもの方が

教えたりするということさえあります。

浮川 もうあっという間です。どの子どもを見ても子ど

もは天才だなと，私たちは思います。

中村 本当に子どもは柔軟ですよね。

遠隔地からの個別指導も可能に

浮川 私たちは万人に優しいソフトを作ろうと思ってい

ます。したい仕事はソフトを使うことよりも当然先にあ

りますから，あくまでも私たちのソフトはツールである

というような立場をしっかりわきまえているつもりなん

です。その代わりツールとして，頑張っていろいろな新

しい機能はつけようと考えてきました。こんなものまで

誰が使うんですかと言われるんですが，あるとないとで

は，存在するかしないかくらいの違いなわけです。ただ

し，複雑になり過ぎない，使いやすい高度な機能という

ふうに心がけています。

中村 一見矛盾しているようだけれども，可能なのです

ね。

浮川 それは設計によって，複雑なことがすいすいすい

とできるような，あるいはその機能に到達できるような

流れをうまく実現していきます。

早瀬 最初に IDとパスワードでログインしていただい

て，端末ごとに誰が書いたかということを管理していく

のです。また，QRコードを使ってログインすることも

可能です。さて，私が書いたものがみなさんに伝達され

ていますが，例えば問題演習をする時などは，各生徒に

個別に書くというようにしてもらうこともできます。ま

た，生徒が問題演習をしているとき，誰が今，どういう

操作をしているかというのが，教師のほうでモニタリン

グできるようになっています。右上に赤いボタンと青い

ボタンがありますが，わからない生徒が赤いボタン，つ

まり質問ボタンをタップすると，教師の方にアラームが

表示され，生徒が教師を呼び出していることになるんで

すね。なので，わからないところがあれば，こちらがそ

の生徒の画面にアドバイスを書き込むことができます。

当然，遠隔地からもできます。また，先生端末というの

は特定の一台ではなくて，ログイン IDによって切り替

えられますので，この二台どちらも先生端末みたいな形

にしています。

中村 先生端末が複数あるんですね。

早瀬 ええ，何名でも構いません。

浮川 ですから，例えば五年生が二人しかいないような

離島など遠隔地の学校と，例えば東京の学校と提携し

て，一週間に一回は一緒に授業すればいいんですよ。IT

はインターネットで時間と空間をぽーんと飛び越えるこ

とができたんですから，もっともっと新しいやり方がい

っぱいあります。今，一人徳島から参加していますか

ら，ちょっと彼になにかやってもらいましょう。

今西 徳島から，参加させてもらっています。

（徳島で説明しながら，書く）

浮川 このスピードでお互いに書くことができるんです

よ。これはアメリカでもロンドンでもどこでも可能で

す。インターネットさえつながっていればこのスピード

で出来ます。例えば，子どもが病気で入院すると，授業

に遅れるとよく言われますけども，やりようによれば例

えば一か月間，その子どもが毎日授業に参加することが
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ほぼできるんじゃないかと思うんですね。

中村 教師画面で生徒の一覧画面が見られるというの

も，それは ClassRoom版だけ。

浮川 そうです。

早瀬 それから，班分けの機能もあります。

浮川 これが素晴らしい。私も大好きなんです。

早瀬 ある特定の複数のユーザをグループで協働学習を

させるということができます。実は今端末が複数ありま

すけども，これらを一班と二班に二つに強制的に分けて

いますが，今ヒマワリの絵が出ている人と，カマキリの

絵がでている人とがいるはずです。

浮川 私はカマキリだ。徳島は何？

今西 私もカマキリが出ています。

早瀬 こちらの制御を解放しますので，自由に何かを描

いて下さい。

今西 カマキリの絵に書き込みました。

早瀬 教師の方では各グループの作業がモニタリングで

きるようになっています。

浮川 離れていても共同で，このページを作ることがで

きるんです。ほかのグループはまたそのグループの人た

ちだけの間で，こう描くと各画面に現れるんです。それ

ぞれのグループがどうなっているのかというのは，先生

には全部このようにグループとして見えているんです。

私たちのグループに先生が入ってくると，コメントを書

き込んでくれます。

中村 グループ内ではほかの生徒が描いたものを，私が

消してしまうこともできるのですね。

浮川 コンピュータがやってはならないと思っているこ

とは，余計なことを勝手にやることです。Aさんが描い

たのを Bさんは消せないというふうにすると，どうし

て？ということになります。共同でやるならば，Aさん

が描いたものを Bさんが消してもいいだろうと。それ

はどう考えるかですよね。コンピュータが自動的にそん

なことをダメにしたらいいじゃないかとかいうことを，

エンジニアとも議論するのですが，そこは先生や生徒た

ちの運用に任すべきだと，その議論はものすごくしま

す。

早瀬 グループ学習では，双方で描けたり消したりでき

ます。ただ，先生のレイヤーと生徒のレイヤーというの

は実は分けています。だから，先生が描いて説明するも

のを，生徒が消すということは禁止しています。

浮川 そうそう，それはおかしいですから。そこは自由

ではないと。

早瀬 グループのなかではいたずら書きが相互にでき，

その下側に先生がいるという形になっています。先生が

作った教材を使って授業を行う場合，先生が説明するレ

イヤーと教材のレイヤーも違います。授業中に説明して

誤って作ったデータを壊してしまうという問題があるの

で，背景レイヤーに教材を付けて，授業中のレイヤーに

生徒が描くというような構造になっています。

中村 確かに生徒同士だと，本当に顔を突き合わせてや

っている場面であれば，「お前違うぞ」と言って消すと

いうことをやったりしますが，それを遠隔地でも同じよ

うなことを実現するということですね。

早瀬 そこで，皆さんちょっと夢中になってきたら……

（生徒端末の画面が「先生に注目！」という画面に切り

替わる）

浮川 これは大人気の機能なんです。通常の授業でも，

子どもたちがそれぞれ勝手に作業をしていたりします

が，突然先生が「おーい，ちょっと」とみんなに声をか
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けることがありますよね。その瞬間がまたものすごく楽

しい時間だなと。それで先ほどのように「先生に注

目！」ってするとみんなが一斉に先生の方を向いて，ホ

ワイトボード，黒板に先生が説明を書きます。集中力が

違うんです。

中村 切り替えもうまくできますね。

浮川 そうそう。子どもたちと先生との対話といいます

か，集中する瞬間がすごいなと思います。

早瀬 また，生徒が属しているグループごとのフォルダ

ができて，そこにファイルを置いていただければグルー

プでコミュニケーションを取れるような仕組みもありま

す。デモは以上です。

理想と技術の掛け算でコンピュータと人間との

距離を短くしたい

中村 ありがとうございました。ところで，現在

MetaMoJiは設立されてから約 5年ですが，設立当初ど

のようなことを理念に掲げて出発されたのですか。

浮川 私たちの MetaMoJiのいくつかの基本経営理念が

あるのですが，基本的には，コンピュータと人間との距

離をもっともっと短くしたいということを考えていま

す。使い勝手がいい，よくしたいということです。日ご

ろの生活をしている中で，コンピュータがインターネッ

トに繋がると，ものすごい世界がありますが，まだ使い

勝手が悪いとか，使いにくいとか，あるいはこういう機

能があれば全体が使いやすくなるとかというものがあり

ます。mazec を作ったのも特にそうなんですね。例え

ば，店頭で，登録用紙に住所や名前などを書くことがあ

りますが，後でコンピュータに入力し直す必要はなく，

その場で登録が可能なのです。それで，老若男女誰でも

できる日本語入力というものをつくろうということにな

りました。世の中まだまだ新しい時代になると，そのよ

うな基本的な概念がずっとあって，そしてさらに新しい

技術を使うという掛け算をするんですね。私は前のジャ

ストシステムという会社をつくった時から，ITはどう

いう人たちに使っていただいたらいいかなということを

考えていて，その解答の一つが学校の先生なのです。未

来を支える子どもたちにいろんなことを学校の現場で教

えるために，先生達がいろいろと工夫をされてます。こ

ういう新しい ITパワーを持てば，子どもたちへの教材

とか教え方とかいろいろ変わるだろうと思います。今度

は学校での授業の仕方として私が個人的に思っている一

番の理想は，一人の子どもに一人の先生という環境で

す。

中村 今は個別学習の必要性も言われていますね。

浮川 徹底して，例えば 40人子どもがいると 40人の先

生がいたらいいんじゃないかと。だけどコストのことと

か，システムとしてそれは不可能です。でも，

MetaMoJi Shareなどを使って，できる限り一人一人の

子どもと一人一人の先生との対話が，常に 40分の授業

全部できるわけじゃないですが，ある必要なときにはで

きたりとか。

中村 今デモさせてもらった時に，すぐそこに先生がい

らっしゃる，遠隔地であってもすぐそこに先生がいらっ

しゃる，そういう感覚がありましたが，それこそが生徒

一人一人に一人の先生がつくということにつながるんで

しょうね。

浮川 それから，先生も決して一人ではなくて，複数の

先生がこの教室のバーチャルの一つのなかにいらっしゃ

ってそれでいろいろ分担するという考え方もあると思う

んです。学校と学校を結んで，日本とアメリカなんか面

白いかもしれませんね。小学校六年生くらいになると片

言の英語がわかるようになり，アメリカでは何か日本に

興味がある場合など，面白いかもしれません。

中村 海外在住の日本の子供は，通常は現地の学校に通

い，週末は日本人学校に行く場合がありますが，日本人

学校も，全国各地にあるわけではないので，そういう場

合にも便利じゃないかと感じました。

浮川 時差のことはどうするかは課題ですが，例えばシ

ンガポールだと日本人家庭がたくさんあり，あまり時差

もないですから，日本の学校の授業がそのまま受けられ

るとかですね。

来るべき未来を待ち構えた準備

中村 MetaMoJiが設立されてから，すぐに iPadが発売

されました。

浮川 そうなんです。実は iPadが発表される三か月く

らい前に会社をつくったんですけど，その時はまだ

Windows PC オンリーで最初は考えていたんですが，
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iPadが出ましたので，これはすごいと。本当にめぐり

あわせです。運が強いから。

中村 この iPadが出た頃に，子どもが iPadを操作して

いる写真であるとか，ご高齢の方が操作している写真と

いうのをよく目にしたと思うんですが，本当にそれは人

とコンピュータとの距離が近くなったということの象徴

だと思うんですね。それが本当に，社長の理念と重なっ

ていますね。

浮川 ハードウェアがこのようになり，Wi-Fi でイン

ターネットと繋がって，自由にいろいろなことができま

すが，私が思うのは，このハードウェアやインフラによ

り改革された新しいものに，まだソフトウェアは追いつ

いていません。全然，まだまだです。

中村 今日聞かせていただいただけでも，素晴らしいと

思いましたが。

浮川 技術をものすごく研究して，一種の理想像を掲げ

るわけですね。だけど，どういう理念やどういう方向感

で，また，そこに向かってこの技術はこういうことだと

いう研究をしないといけないと思います。人間とか研究

者とか，あるいは研究のコストもやはり限界があるもの

ですから，十年後，二十年後，三十年後の理想を描いて

今できることをやるということです。

中村 その理想理念がコンピュータと人間との距離。

浮川 はい。それはあまりにもすごく抽象的な表現です

けども，その中で色々なテーマ，私たちでしたらまず日

本語の入力を一生懸命三十年くらい研究してきたんです

が，キーボード自体が非常に難しい。どうして Aのと

なりに Bが来ないのとか。初心者にはそうですから。

色々な PC教室とか，最近はタブレット教室があるんで

すけれども，やはりどの先生に聞いてもキーボードの入

力が大変なんです。そこを教えて次に何かやってみるこ

とになるのですが，最初はそれができないものですか

ら，もっと単純な，タップだけで出来るソフトしか教え

ないんです。そうすると E-mailも書けなかったり，写

真は簡単で面白いけど生活から遠いようなソフトウェア

を教えることに限定されてしまうんです。だけど iPad

で mazecが IMEとしてどのソフトでも使えるようにな

りましたので，全国のいわゆる PC教室あるいはタブレ

ット教室の先生たちは，今 mazecを使うように変わり

つつあります。そうすると手で書いて一分くらいデモだ

けすれば，みんな書いています。それで E-mail動かし

てみましょう，じゃあブラウザで何か検索とかやってみ

ましょうと。検索の言葉を入れるのがキーボードだと大

変でしたけど，書けばいいんですから。

中村 iOS8からサードパーティのキーボードが利用可

能になりましたけど，それも本当にタイミングが良かっ

た。

浮川 いや，これやっと実現したんです。4年くらいか

かりましたけども。ですから，いろんな環境とか OSや

インフラとかがどんどんどんどん新しくなっていくので

すが，それに対して待ち構えているわけです。これがこ

うなったら，こんなことができる，あんなことができる

とか。

中村 待ち構えているということは，それまで常に準備

していると。

浮川 そうです。それは大変なんですよ。待ち構えてい

るということは待ち構えている間ビジネスになりません

から（笑）。そこは，想像力とか自分たちの理念とか概

念によって，この方向で今はできてないけど，ここまで

ハードウェアやインフラあるいは CPUのスピードとか

メモリとか進歩すれば，自分たちの研究しているものは

世の中に出せるぞと。中には空振りで，まだだったとい

うことも結構あるんですが。IMEも二年くらい前に実

現するんじゃないかと期待したんですが，やっと去年で

きたんです。本当に技術，それから研究，理念，理想，

特に理想はどこにあるかだと私は思いますね。理想が実

現したらどういう人たちがどう便利になるのか，どのよ

うに新しい人生を送れるのか，例えばそれが二年経ち五

年経ち十年経ち二十年経ち，ものすごく大きな影響を与

えますもんね。
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中村 mazec にしろ，MetaMoJi Share にしろ，手書き

ということにすごくこだわりがあるように思うんです

が，やはり，手で書くということの重要性は社長のこだ

わりですか。

浮川 つくったからというわけでなくて，手書きこそ，

iPadで本当の新しい入力もできるでしょうし，手で書

くのであれば絵を描くにしても何にしても，自由ですよ

ね。人間の頭で考えたことが右手左手，指先と直結して

ますよね。よくインタビューのときに，インタビューを

一生懸命考えながらこう書いていますよね。そうする

と，書くことをほとんど忘れています。何をインタビ

ューしようと殴り書きでもいいですから書けますよね。

それくらいノート，指先というものが文字を書くことに

おいては言葉で言い表せないくらい直結している。ある

いは直結というよりはドアなんですよね。頭は他のこと

を考えてもちゃんと書ける。

未来の子どもたちのことを考えて，現場の声を

取り入れた開発

中村 それでは最後に，今後どのような方向性で開発，

あるいは教育に貢献していこうとお考えか，お聞かせい

ただけますか。

浮川 MetaMoJi Shareあるいは Noteにしても，まだ最

初のバージョンです。やはりこれからは，現場の先生方

にお使いいただいて，いろいろ教えていただいたり，も

ちろん私たちも一生懸命考えて，これだと使いやすいだ

ろうとか，こういうときにはこれがあった方がいいんだ

よとかを追求していきたいと考えています。先ほどの，

「先生に注目！」という機能は面白い機能ですが，現場

からの声でした。これはこんなに人気のある機能だと驚

くんですが。

中村 これは現場からの声だったんですね。

浮川 まだまだそういうものが出てくると思います。

で，さらにおそらく遠隔地の，それこそ象徴的ですが，

離島の子どもたちと都会の子どもたちが共同で作品を使

って授業を始めれば，もっとこういうことがあればい

い，ということが出てくるかもしれません。ITという

のは，ものすごい可能性があります。それをものすごく

遠くのものではなくて，自分たちの学校であったり，授

業であったり，子どもたちと先生との関係とか，そうい

うものにもっともっと新しい可能性を広げていけるんじ

ゃないかと思いますね。何がそこで私に見えているのか

はわかりません。ただそちらに未来は絶対あるだろう

し，より良い世界は絶対そちらの方にあるだろうと。先

生が子どもたちに教える一つの教室に一人の先生がいら

っしゃって，一生懸命頑張って授業を行うことが何年も

ずっと続いてきたことですけども，本当に新しい環境が

生まれましたから，これからは誰でも，インターネット

が繋がったことによってもっと違う，より本格的な，新

しい未来を創るんだという気概でみなさん一緒に働いて

いますね。それは全部，子どもたちのためですね。すべ

ては子どもたちのためになると私は思っていますし，そ

のために何を，どういう技術を入れるべきかが重要だと

思いますね。

中村 ある先生は，MetaMoJi Shareは，これこそ 21世

紀型の黒板でありツールであるというふうに評価してい

らっしゃいますけども，本当にそれは社長の意を得てい

ると。

浮川 そうですね。本当の意味で瞬間瞬間に全方位，全

員が意見や刺激をお互い与えられながら，濃密な時間を

共有するということです。みんなが集まれる時間は限ら

れているわけですから，その時の集中力はこういうツー

ルがあると一気に上がるだろうと。

中村 全方位というのは教室の中だけというよりも，本

当にもっと広い空間ということでしょうか。

浮川 広い空間というより，お互いにということです

ね。ですから，一対一でもなくて，一対多でもなくて，

全員がお互いにメッシュのような状態で，誰かがこう考

えている，それに対して私が意見をいうと瞬間に全員に

伝わっていくということです。

中村 本日は，貴重なお話を聞かせていただき，ありが

とうございました。

浮川 ありがとうございました。
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